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ス チ レン含膚化学工場掛ガス の 微生物脱臭
（鳥取大 ・生 物薦鶯 ，

＊ 臼本合成ゴム ， ＊＊京 大 ・農化）
簗瀬英司 ， o 岡本賢治 ， 西 山 轟靈， 薯塾恵畢 ，

＊刈麗雅雄 ，

＊用含伸 瀦 ，
紳 力瞹藤暢交

【鬩的】従来 ， 化掌工場排爾ス に含蜜れ る揮発牲 ・ 難分解性奥気咸分の

除表 に は ， 燃焼法 ， 潜性炭吸藩浤 ， 蘂液洗海法などの 物理 ・ 化学的方濫
が用 い られ て きたが ， 処理プacセ ス の 経済性と性籠の 薗 か ら， 鑑物的脱
軣法が注 覊されて い る． 本醗 究は ， バ イ齏プesセス に よ る化学工 場携ガ

ス 処理 技術の 開発を 黨的と し ， 禽戴ポリマ ー 製造 工 場で 発鑑する排カス

臭気成分で ある スチ レ ン ，
へ 串愛ン

， トル エ ン s ブタジX ン ダイマ ー
，

ア ク リ隣 ニ トリル などを分解する微鑑物を検索 ・分離 し ， それ ら分解微
生物を固定した鋭奥バ イオリア ウ ター の構築を検討 した ．

匿方法と誌粟】パ ー 謡 レー タ ー 法 に よ 鯵 ， 鴇 ◎◎ ゆ欝m の ス チ レ ン 凝炭素

源と して 生育する細蘊 《ST 耄O電蘇）を分離し，
　 PseuCtσmona ＄　geutide　de

岡定 した ． 本菌は鱒 Op 鱗 の へ 串贊 ン ， トル エ ン ， ブタジエ ン タイマ WW

存在下 にお い て も生育や ス チ レ ン禽 解能に低下は認め られ ず ， 鬱軣気戒
分 か らな る 排ガス 処 瑾 に適 して い た ． さ らに ， ST2 ◎男蘇を筅填 した 気泡
塔型および充壙塔型 リア タ タ

ー
は ， 導入 した 120 　ppm の ス チ レンガス 憂

安定 して 分解した 。
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da 24 シアンお よ び 金驪シアン錯体の微

物分解 （鳥取大 ・

儀物応鯖，
宰
東 京ガス・ フ es ンテ ィ
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，寧佐藤義幸 【躍 的翌有審化 学駒質に 灣 染 憲 れた土 壌 の バ イ オ レメ

ィ エ ーシ g ンで は，使 用す る 微 鑑物 が 土 壌 とマッチし て いる ことが

璽であ夢，欝に難 分 解 性の物質が 含 蜜 れ てい為塀禽には ，これを高
に萄解 で髫 る蠶 生 物 を選択して 利用 す ることが 不 可 欠である．本観

では ，土 壌灣染黝質 と して生物 に 極めて高い 灘性 を 示 すシアン 化舎

を 選 定し，土壌中からシ ア ン 化禽物分 解菌を 労離 し

その分 解騰性 を検討した。 【 方 法と結果コ化学 工場 跡 地か ら，1errtM
シ ア ン化 カリウムを単一 璧粢 源

と して生育するGS 樵凌発離し，　Artthrobac
rf ：ee する飆欝と同定 し た ．G5 株は 2 ◎ ◎ppm の シ ア ンに酎 盤を示

，1r 醸 幽の シア ン化 力 拶ウ ム を 豊4 蒔 間 で 分 解した．讃 た ，G5 株は

ルム ア ミ ド壷 鑾 素 源 と し て 利用で き ない こ とか ら ， シ アンは騰導鑢に生 廳され る

キシゲ ナ ・ ・ … 　’ tl のi 縦に よ り 酸 化的 に 分 解 されると雄定し

．惑ら に
，

金 属 シ ア ン鑢 纏禽解菌の験 索を行い， ニッケル シ アン錨

壱靉素 源と し て鑑臠する鞭 薦やカビを鑽 数分離した．分 離菌は 5 鵬
鯑

蔑 濃度 の シ アン鑢鉢存在 下で嚇
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